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校長 栗林 孝幸 

 一学期の終業式を迎えます。今年もコロナ禍の一学期でした。 

終業式で子どもたちに三つのことを話します。 

一つ目は始業式に話した「６年生はリーダーである」ということについての振り返りです。こ

の一学期６年生は様々な場面でリーダーとしての姿を見せてくれました。もちろんそうでなかっ

たこともありました。自分のことだけを考えていては、リーダーは務まりません。リーダーは我

慢強さが求められるのです。 

二つ目は、これも始業式に約束した「自分がされて嫌なことは人にしない。自分が言われて嫌

なことは人に言わない」ことの振り返りです。これも相手との関係性の中で、できたときもそう

でなかったときもありました。人を大切のできる人は人から大切にされます。結局自分に返って

くるということもこれから学ばなければなりません。 

最後三つ目は、夏休みに是非やってほしいこと「本を読む」「手伝いをする」「安全に過ご

す」です。最近本を手にしてじっくり読む機会も減ってきたのかもしれませんが、時間があるこ

の夏休みに少しでも多くの本を手にして心の栄養を蓄えてほしいと思っています。また、家の手

伝いは家族としての自覚を持つ上でも欠かせません。学年に合わせて是非役割を持たせてほしい

と思います。最後に、この夏休みもいろいろな意味で安全に過ごしてほしいと子どもたちに伝え

ます。長い休みに入りますが、子どもたちにとって充実した楽しい休みになりますよう祈ってい

ます。 

 

九九道場 
前回、学校運営協議会にお

いてお願いした学習支援がスタ
ートしました。３年生の九九道場
を行いました。毎週火曜日、木

曜日、金曜日に行いました。毎
回、予想を超える６～７名のボランティアの方に
来ていただき子どもたちの九九修行のお手伝
いをしていただきました。一つの段の九九を１０

秒以内に間違いなく言えるとカードにスタンプを
押してもらえます。早々に合格できる子どももい
れば、なかなか苦戦する子どももいます。何度
も何度も練習し、時には涙を見せる子どももい
ますが、地域のボランティアの方に励まされ頑
張っています。本当にありがたいことです。一

学期の九九道場は終了しましたが、二学期が
始まったらすぐにスタートさせたいと思っていま
す。お手伝いいただける地域の方がいらっしゃ
いましたら学校までご連絡ください。よろしくお願
いします。 

大切な言葉 
「言葉は、人を傷つけることも助けることも生か
すこともできる。」学校生活の中で本当に実感
します。 
子どもにはやさしい言葉をかけてほしいと思

います。もちろんいけないことをした時には「こら
ー！」となるわけですが、できるだけ子どもがや
る気になるような言葉をかけてほしいと思いま
す。  

子どもたちの中には親から愛されていると実
感できずにいる子がいます。そういう子は心が
安定しないので、自己肯定感が低く、自分に
自信がないことが多く、人に対してつらく当たり
がちです。 
「あなたを産んでよかった」２０年前に母が亡くな

る直前に私にかけてくれた大切な言葉です。
今でも私を支えてくれる言葉です。「あなたがい
てくれてよかった」と是非伝えてください。子ども
は変わります。 

 2022 年度の経営方針 

今日の学び合いを楽しみ、明日が待ち遠しい学校づくり 
～ 開かれた学校において、「愛宕の子」として地域と共に育てる ～ 


